
 

 

今
年
度
も
、「
北
地
区
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
中

央
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
準
備
や
運

営
に
携
わ
っ
た
実
行
委
員
会
や
関
係
者
の
皆
様
に
は
多
大

な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
又
、
当
日
、
北
地
区
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
中
央

小
カ
ブ
ス
」
の
新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
町
内
会
か
ら
購
入
に
あ
た
り
ご
寄
付
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
も
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
方
、
荒
天
で
「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
全
国
交
流
祭
」
が
中

止
。
練
習
を
積
ん
で
い
た
六
年
生
の
踊
り
を
披
露
で
き
ず

に
残
念
で
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
五
大
事
業
の
一
つ
、「
ナ
イ
ト
ハ

イ
ク
」
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
に
向
け
て
周
到
な

準
備
を
進
め
て
下
さ
っ
た
お
や
じ
の
会
の
皆
様
に
は
、
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 さ

て
、
二
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
、
子
ど
も
達
の
元
気
な

声
が
校
舎
に
響
き
渡
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
始
業
式
の

日
に
は
、
自
由
研
究
が
入
っ
た
大
き
な
袋
を
手
に
、
友
だ

ち
と
笑
顔
で
登
校
す
る
子
ど
も
達
の
姿
が
沢
山
見
ら
れ
ま

し
た
。
毎
年
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
自
由
研
究
に
感
心
す
る

の
で
す
が
、
今
回
も
力
作
揃
い
で
し
た
。
仕
掛
け
を
工
夫

し
た
工
作
、
装
飾
や
色
合
い
を
工
夫
し
た
工
作
や
手
芸
作

品
。
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
た
、
こ
れ
ぞ
「
研
究
」
と
い

う
作
品
。
苦
労
や
工
夫
の
跡
が
み
ら
れ
る
長
期
休
業
中
な

ら
で
は
の
作
品
の
数
々
か
ら
、
充
実
し
た
夏
休
み
を
送
っ

て
い
た
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
き
っ
と
、
親
御
さ
ん

か
ら
の
激
励
や
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

現
在
は
、
九
月
二
日
の
「
子
育
て
平
和
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

に
む
け
た
取
組
の
真
っ
最
中
で
す
。「
体
力
向
上
」
を
図
る

取
組
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
り
、
百
名
山
へ
の
登
山
を
目
標
に
し
た
り
、
走

る
回
数
を
決
め
た
り
と
工
夫
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
休
み
時
間
に
も
進
ん
で
走
る
児
童
の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
お
家
の
人
と
走
っ
て
練
習
し
て
い
る
と
教
え
て
く

れ
る
子
も
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
意
欲
や
努
力
に
感
心
し

ま
す
。
ペ
ー
ス
配
分
が
わ
か
り
最
後
ま
で
し
っ
か
り
走
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
自
己
記
録
を
更
新
し
続
け
た
り

し
て
い
る
児
童
が
増
え
て
き
た
よ
う
で
す
。
一
人
ひ
と
り

が
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
当
日
は
晴
れ

て
欲
し
い
も
の
で
す
。
一
生
懸
命
走
る
参
加
者
へ
の
大
き

な
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
八
六
日
間
の
二
学
期
は
、
次
の
こ
と
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。 

 

二
学
期
の
重
点 

 

（
一
）
「
確
か
な
学
力
」
の
育
成
の
た
め
に 

① 

教
科
の
基
礎
基
本
の
確
実
な
定
着 

② 

興
味
関
心
を
高
め
る
工
夫
で
、
学

び
へ
の
意
欲
向
上 

③ 

複
数
教
員
に
よ
る
指
導
や
少
人
数

に
よ
る
指
導
で
、
個
の
理
解
に
応
じ
た
支
援
を

実
施 ④ 

基
本
的
な
生
活
習
慣
（
早
寝
早
起

き
朝
ご
飯
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
時
間
）・
家

庭
学
習
習
慣
の
確
立 

⑤ 

本
に
親
し
む
取
組 

（
二
）「
つ
な
が
り
合
う
力
」
の
向
上
を
図
る
た
め
に 

・ 

「
３
あ
」
運
動
の
推
進
―
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
始
ま
り
は
あ
い
さ
つ
か

ら
」 ・ 

相
互
激
励
の
関
係
づ
く
り
―
「
自

分
が
大
事
、
人
も
大
事
。
い
じ
め
は
許
さ
な
い
」 

始
業
式
で
は
、「
具
体
的
な
目
標
を
立
て
る
こ
と
、
そ

れ
を
毎
日
続
け
る
こ
と
が
大
切
。
そ
う
す
れ
ば
自
ず
と

目
標
は
達
成
さ
れ
る
。
」
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
私
達

も
、
子
ど
も
の
学
力
と
つ
な
が
る
力
の
向
上
の
た
め
に
、

具
体
的
な
目
標
と
方
策
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
の

確
立
は
ご
家
庭
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
是
非
と
も
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
地
域
の
皆

さ
ま
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
学
校
と
家
庭
と
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
二
学
期
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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二
学
期
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て 

 
 

校 

長 
 
 

船 

木 

真 

澄 

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の 

取
り
扱
い 

中
止
に
つ
い
て 

今
ま
で
、
「
リ
ン
グ
プ
ル
・
エ
コ
キ

ャ
ッ
プ
」
の
回
収
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

二
学
期
よ
り
次
の
様
に
取
り
扱
い

を
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、

校
内
で
の
回
収
後
、
業
者
等
と
の
対
応

が
難
し
い
た
め
、
二
学
期
か
ら
学
校
で

は
集
め
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

「
リ
ン
グ
プ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
通
り
学
校
で
集
め
ま
す
。 

児
童
会
の
一
つ
の
活
動
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
の

で
、
今
後
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

（１）  稚内中央小学校だより       https://www.wakkanai-chuuou.com/     平成３０年８月３１日 
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一
（
土
）
子
育
て
平
和
の
日 

平
和
記
念
式
典
（
児
童
会
代
表
参
加
） 

福
祉
フ
ェ
ス
タ 

二
（
日
）
平
和
マ
ラ
ソ
ン 

(

登
校
日
・
全
校
参
加) 

 

三
（
月
）
振
替
休
業
日 

 

四
（
火
）
会
津
藩 

北
方
警
備
に
関
す
る
授
業
（
六
年
） 

 

五
（
水
）
全
校
朝
会 

 

水
泳
授
業
（
三
年
） 

 
 
 
 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
委
員
会 

 

六
（
木
）
六
年
修
学
旅
行
（
～
七
日
） 

 
 
 
 
 

水
泳
授
業
（
四
年
） 

 

八
（
土
）
二
の
一
・
二
の
二
学
級
レ
ク 

一
〇
（
月
）
集
団
下
校
訓
練 

一
一
（
火
）
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
三
～
六
年
） 

一
二
（
水
）
水
泳
授
業
（
一
・
二
年
） 

 
 
 
 
 

前
期
活
動
委
員
会
（
反
省
） 

一
三
（
木
）
水
泳
授
業
（
三
・
四
年
） 

一
四
（
金
）
水
泳
授
業
（
五
・
六
年
） 

 
 
 
 
 

ベ
ル
マ
ー
ク
委
員
会
（
集
計
作
業
） 

 
 
 
 
 

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト 

読
み
聞
か
せ
（
一
年
） 

一
八
（
火
）
合
同
避
難
訓
練 

一
九
（
水
）
合
同
非
難
訓
練
予
備
日 

二
一
（
金
）
道
特
連
・
道
情
研
宗
谷
稚
内
大
会 

二
二
（
土
）
道
特
連
・
道
情
研
宗
谷
稚
内
大
会 

二
六
（
水
）
後
期
活
動
委
員
会 

二
七
（
木
）
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
高
） 

二
九
（
土
）
稚
内
市
子
ど
も
会
野
球
大
会 

※
中
央
小
カ
ブ
ス
参
加
・
大
沼
球
場
に
て 

      

ホームページ リニューアル 

 ８月から、稚内中央小学校ＨＰをリニューアルしました。 

 『https://www.wakkanai-chuuou.com/』（お知らせ・学校紹介・

校長室から・行事予定・学校だより・学力向上・ＰＴＡ活動・校

歌・事務室から等）で、閲覧することができます。 

 今後も学校の様子等をお伝えしていきたいと思います。是非、

ご覧ください。  保護者の方から、お茶セットを寄贈していただくことに
なりました。クラブ活動で使わせていただきます。 

ありがとうございました。 

https://www.wakkanai-chuuou/
https://www.wakkanai-chuuou.com/


（２）稚内中央小学校だより           https://www.wakkanai-chuuou.com/       平成３０年８月３１日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職 

員 

室 

の 

窓 
 

◆
夏
休
み
の
自
由
研
究
が
各
学
級
で
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
学
級
で
選
ば
れ
た
作
品

が
、
拠
点
セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。 

【
九
月
一
一
日
（
火
）
ま
で
】 

◆
夏
休
み
中
は
、
地
域
の
一
員
と
し
て
、「
ラ

ジ
オ
体
操
」
や
地
域
行
事
に
参
加
し
た
子

ど
も
達
。
ま
た
、
雨
の
日
が
少
な
く
、
太

陽
の
下
、
た
く
さ
ん
外
遊
び
も
出
来
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

◆
二
学
期
が
始
ま
り
、
学
校
生
活
が
ス
タ
ー

ト
で
す
。
少
し
の
間
は
、
リ
ズ
ム
が
つ
か

め
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
『
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
』
を
合
い
言
葉
に
、

早
く
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
登
下
校
や
放
課
後
の

交
通
安
全
に
も
十
分
注
意
す
る
よ
う
に
、

ご
家
庭
で
も
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 

 

八
月
二
四
日
（
金
）
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
」
、
そ
し

て
、
二
五
日
（
土
）
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
全
国
交
流
祭
」
。 

と
も
に
、
台
風
接
近
に
伴
う
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
中
止
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
の
準
備
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
委
員
会
（
お
や
じ
の
会
）
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
激
励
会
が
最
後
の
演
舞
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
六
年
生
の
皆
さ

ん
、
今
年
度
は
、
六
年
生
と
し
て
の
踊
り
だ
け
で
は
な
く
、
縦
割
り
活
動

で
、
五
年
生
に
も
踊
り
指
導
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

八
月
は
、
台
風
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
年
は
ど

ち
ら
と
も
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

８月５日（日）副港ボートレースが開催！天気も良く、絶好のコンディションの中、今年も

小中合同「おやじの会」で出場しました。チーム名は『K.O.T2011』。さて、結
果は・・・。予選 2回目は 1回目の記録を伸ばして順位を 2つあげ、見事 7位でセミフ

ァイナル進出を果たしました。残念ながらファイナル進出とはなりませんでしたが、大健闘の

レース運びでした。   

そして、今年は現役の小中の親父の会を中心に、元 PTA会員・子ども育成部役員、その息子

さん等々、北地区ならではの、北地区だからこそできたチーム編成で出場しました。経験者の

確かな知識・技術と若者のパワーを結集した結果、セミファイナル進出につながったと思いま

す。改めて、北地区の家庭・学校・地域の繋がりを感じたボートレースでした。参加された皆

さんお疲れ様でした。来年も、皆さんの積極的な参加をお待ちしていますね！ 

 

８月１９日（日）第２９回北地区子どもフェスティバルが中央小

グラウンドで開催されました。風が強く、いつ雨が落ちるか心配さ

れましたが、無事終わることが出来ました。アトラクション１部で

は、中央小児童による正調ソーランと南中ソーラン、２部では、稚

中音楽部のライブ、とりは稚中応援団の力強い発表で締められまし

た。児童生徒の頑張りがとても見られました。 

各町内会をはじめ、幼稚園・保育所、中央小 PTA、稚中教愛会、

稚中生徒会の皆様にもご協力を頂きました。本当にお世話になりま

した！北地区の子ども達は、このお祭りを毎年楽しみにしていま

す。 

ご来場下さいました地域の皆様、ありがとうございました！ 

。。 

九
月
一
日
（
土
）
は
、
稚
内
市
の
「
子
育
て
平

和
の
日
」
。 

中
央
小
も
こ
の
日
に
あ
わ
せ
て
平
和
学
習
を

行
い
ま
す
。 

平
和
学
習
は
、
戦
争
や
平
和
、
命
を
考
え
る
学

習
で
あ
り
、
中
央
小
の
歴
史
や
郷
土
、
稚
内
を
知

る
学
習
で
も
あ
り
ま
す
。 

一
日
（
土
）
に
、
宗
谷
岬
平
和
公
園
で
行
わ
れ

る
「
子
育
て
平
和
の
日
祈
念
式
典
」
に
は
児
童
会

の
代
表
が
出
席
し
ま
す
。 

同
日
の
夕
方
に
は
、
北
防
波
堤
ド
ー
ム
と
市
役

所
前
で
「
稚
内
市
子
育
て
平
和
祈
念
の
灯
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
大
韓
航
空
機
犠
牲
者
へ
の
慰
霊
の

思
い
を
込
め
た
灯
ろ
う
に
、
灯
が
と
も
さ
れ
ま

す
。 学

校
で
は
こ
の
催
し
を
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
二
基
の
灯
ろ
う

を
階
段
前
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
（
写
真
左
） 

二
日
（
日
）
は
平
和
マ
ラ
ソ
ン
大
会
。 

今
年
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
も
新
し
く
設

け
ら
れ
ま
し
た
。 

子
ど
も
達
は
、
昨
年
と
同
じ
よ
う
に
、
北
防
波

堤
ド
ー
ム
公
園
が
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
な
り
ま

す
。 大

会
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
当

日
の
応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

北海道ロードサービスの社会貢献 

北海道ロードサービスの社会貢献事業とし

て、グラウンドのネットに「いかのおすし」

の看板を取り付けていただきました。また、

校舎前には、ケンパの輪、マラソン練習コー

スのスタートライン、青空教室用の横断歩道

も書いていただきました。早速、ケンパで遊

んでいた子どもたち。 

朝早くからの作業、本当にありがとうござ

いました。 

   

 

自分の目標めざして体力づくり 

 平和マラソン大会に向けて、一人ひと

りの体力づくりが行われました。 

 単調になりがちなマラソン練習です

が、それぞれの学年で練習の仕方を工夫

して取り組んでいました。 

天気の良い時はグラウンドで、雨天時

は体育館で、自分の体力の限界とあきら

めない心の成長に挑戦していました。 

また、最後まで頑張るクラスの仲間に

も大きな声援を送って、温かい優しさも

育まれてきています。 

  

  

 

https://www.wakkanai-chu/

